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本レポートでは、経営の重要課題として新たに特定したマテリアリティ

に沿って、当社グループの価値創造に向けた取り組みを報告してい

ます。企業と社会の持続可能な成長を実現するため、製薬企業として

提供すべき価値を軸に、財務・非財務の重要な取り組みを紹介して

います。ステークホルダーの皆様に、当社の現状や方向性をご理解

いただくためのコミュニケーションツールとして発行しています。

対 象
● 対象組織／小野薬品工業株式会社を対象としています。一部の項目では、

　 グループ全体、あるいはグループ会社の活動も対象にしています。

● 対象期間／ 2021年4月1日～ 2022年3月31日

※ 財務報告期間である2021年度の内容を基本としていますが、最新情報を

提供する重要性を考慮し、一部、2022年4月以降の活動も含みます。

参考ガイドライン

発 行
2022年9月

国際統合報告評議会（IIRC）の「国際統合報告フレームワーク」、経済産業省の

「価値協創ガイダンス」、環境省「環境報告ガイドライン（2018年版）」、気候関連

財務情報開示タスクフォース（TCFD）最終報告書などを参考にしています。

また、GRIスタンダードを参照しています。対照表は当社サステナビリティサイト

に記載しています。（https://sustainability.ono.co.jp/ja/themes/111）

将来見通しに関する注意事項
本レポートにおいて提供される情報には、当社グループの事業に関する将来

の見通しの情報が含まれています。これらは、現時点において入手可能な情報

から予測した分析であり、実際の業績などは、市場ならびに業界の状況や一般的

な国内および国際的な経済状況のリスクや不確実性により、現在の見通しと

異なる場合があります。また、本レポートには、医薬品（開発中の製品を含む）

に関する情報が含まれていますが、その内容は宣伝広告、医学的アドバイスを

目的としているものではありません。冊子とWebサイト、それぞれの媒体特性

を活かして、小野薬品工業の取り組みを報告しています。Webサイトでは冊子

の情報に加えて、より詳細な情報を掲載していますので、ぜひご参照ください。

関連情報
コーポレートサイト
https://www.ono.co.jp/

サステナビリティ情報
https://sustainability.ono.co.jp/ja

有価証券報告書
https://www.ono.co.jp/ir/library/securities_report.html

コーポレート・ガバナンス報告書
https://www.ono.co.jp/sites/default/files/ja/ir/corporate_governance_report_ja.pdf

社会的責任投資銘柄採用
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環境の評価

安全衛生の評価




